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平成２７年度 第２回赤磐市総合教育会議 

 

  

１ 開会日時 平成２７年１０月２９日（木） 午後１時００分 

２ 閉会時間 午後２時４２分 

３ 会議場所 赤磐市役所 ２階 大会議室 

４ 構成員 市 長 友 實 武 則 

 教育委員長 内 田 惠 子 

 委員長職務代理者 日 名 智 子 

 教 育 委 員 角 南 整 司 

 教 育 委 員 山 本 賢 昌 

 教 育 長 杉 山 高 志 

５ 関係者 保健福祉部長 石 原  亨 

 子育て支援課長 国 定 信 之 

 まち・ひと・しごと創生課長 遠 藤 健 一 

 教 育 次 長 奥 田 智 明 

 教育総務課長 藤 井 和 彦 

 学校教育課長 石 原 順 子 

 社会教育課兼スポーツ振興課長 前 田 正 之 

 中央公民館長 土 井 道 夫 

 中央図書館長 三 宅 康 栄 

 中央学校給食センター所長 久 山 勝 美 

６ 事務局 総合政策部長 原 田 昌 樹 

 総合政策部参与 徳 光 哲 也 

 秘書企画課 副参事 小 坂 憲 広 
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協議事項 

  公 開  １ 教育に関する大綱について 

  公 開  ２ 教育課題について 

 

 

 ※非公開の議事については、議事録は公開されません。 
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○友實市長 国の方で指揮権発動がありまして，市の教育について今年度から総合教育会

議が始まっております。今まで赤磐市の市長として教育委員会を見させていただいており

ました。国の制度が変わったからといって，私が最高責任者ということこの制度を発動し

て今までの赤磐市の教育施策に，政策的にもしっかりとやっていただいているという信頼

感を持って今まで赤磐市の市長として教育委員会を見させていただいておりますが、です

ので国の制度が変わったからとていって、私が最高責任者ということには変わりないです

けれども、これを権限を発動して今までの赤磐市の教育の施策について教育委員の皆様と

思いが違うほうへねじ曲げていくというふうなことは決してあってはならないという思い

を強く持っております。そして、今の赤磐市の本当広い中で各学校のおかれる環境や状況

を見ながら本当に柔軟に対応できる教育施策を展開できるように、私も皆さんと一緒に議

論を重ねて、赤磐市の子どもたちが将来の赤磐市を担っていくのにふさわしい教育を提供

できるような、こういう赤磐市にしていきたい、こういう赤磐市の学校にしていきたいと

いう思いを強く持って、この会議をうまく活用させてもらおうという思いでやらせていた

だいております。 

 そして、今日教育大綱をここでご審議いただくわけなんですけども、この中でも私がこ

の地域をくまなく歩いて学校なんかで思ったことも発言をさせてもらい、私が思っている

思いをこの大綱の中にも尐しずつですけども注入しながら教育大綱をつくり上げてきてお

ります。そういった思いを皆さんと共有しながら、赤磐市の教育は子どもが主役なんだと

いうことを皆さんと一緒に教育施策、魅力のあるもの、赤磐市ならではのものを一緒につ

くり上げていきたい、こういうように思っておりますので、今日も有意義な議論になるよ

う是非ともお願いを申し上げます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、協議事項、お手元にございます次第に従って進めてまいります。 

 それでは、協議事項の１番、教育に関する大綱、教育大綱ですけども、これについての

説明を事務局よりお願いいたします。 

○藤井課長 それでは、失礼いたします。教育総務課の藤井です。 

 教育に関する大綱の策定につきましては、６月２５日に開かれました第１回の総合教育

会議におきまして決定した策定方針を踏まえて総合計画及び教育振興基本計画を策定する

こととしまして、新たに策定する教育振興基本計画を大綱とすることにご決定をいただい

ております。このたび教育振興基本計画の案がまとまりましたので、その内容について説

明を申し上げます。協議のほどよろしくお願いしたいと思います。 
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 まず、説明の前にこの計画の名称でございますけれども、これまで６月の教育会議にお

きまして教育行政振興基本計画というように行政という文言を入れておりましたけれど

も、国の名称、県の名称を確認いたしましたところ、行政という文言ありませんでした。

したがいまして、国、県にあわせまして行政という文言を削除させていただいておりま

す。 

 それでは、私のほうから最初に全体の構成を説明しまして、その後各所属長から主要施

策の説明を申し上げたいと思います。 

 別冊でお示ししております教育振興基本計画の案をごらんいただきたいと思います。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 中段の２の計画期間につきましては、第２次の赤磐市の総合計画の基本計画とあわせま

して平成２７年度から平成３１年度までの５年間としております。 

 次に、３の計画の構成でございますけれども、基本理念、基本方針、基本目標、主要施

策という構成でございます。 

 ２ページの基本理念から５ページの基本目標まで、一部文言の修正はしておりますけれ

ども、総合教育会議で決定した教育に関する大綱の策定方針にあわせて策定をしておりま

す。 

 ７ページからが主要施策でございまして、５ページ、６ページの５つの基本目標を体系

としまして今後取り組むべき施策を明確にしたものでございます。 

 以上が構成の概要でございます。 

 この後、各所属長から赤磐市の独自性のある施策、さらに今後５年間で重点的に実施し

ようと考えております事業に絞って説明を申し上げたいと思います。 

 それではまず、教育総務課から説明を申し上げます。 

 ８ページをご覧いただきたいと思います。 

 ８ページの（３）、重点施策の①教育環境整備の推進をごらんいただきたいと思いま

す。具体策といたしましては、そちらの枠の中のＩＣＴ機器整備事業でございます。ＩＣ

Ｔ機器を活用しまして、わかる授業の展開というように記載しております。興味や関心、

理解力を高めるために現在各学校に大型テレビでありますとかプロジェクター等を導入し

ておりますが、今後も学校からの要望に応じて整備を推進していきたいというふうに考え

ております。また、校務支援ソフトの導入によりまして教職員の事務負担を軽減して、児

童・生徒と向き合う時間の充実、授業研究の充実など教育本来の目的のために振り向け、
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教育の質の向上を図りたいというふうに考えております。 

 次に、学校施設の耐震整備事業でございます。 

 平成２５年度、平成２６年度に小・中学校の体育館の非構造部材の耐震診断を実施いた

しました。壁にひび割れがないか、照明器具の落下の危険性がないかなど調査をいたした

ところでございます。今後も安全・安心な環境整備のために、この耐震診断の結果を踏ま

えまして国の交付金を活用しながら計画的に補強工事を進めてまいりたいというふうに考

えております。 

 教育総務課からは以上でございます。 

○石原課長 失礼します。続いて学校教育課、お願いいたします。 

 ９ページをごらんください。 

 教育環境整備の推進のうち、具体的な施策名として教育懇談会の開催というものを上げ

ております。これは、尐子化等による各学校の課題を明確にした上で、学校だけではなく

保護者、地域の方々の意見収集を行う教育懇談会を実施するものです。また、ここで提出

された課題についてさまざまな関係機関との話し合い、また連携の上で課題解決に向けた

取組を推進するという、地域と連携した取組でございます。 

 続いて、②確かな学力の定着です。赤磐市内の小・中学校の最も大きな課題である学力

の定着に対応したものです。具体的な施策としましては、その表にあります産官学連携協

力事業です。小学校においてタブレットやマイクロステップドリルを活用した補充学習を

進めるものです。また、次にあります赤磐市学力向上アクションプランです。このアクシ

ョンプランにつきましては、落ちついた学習環境づくり、個に応じた指導補充学習の充実

を図るために、まず学習支援員や大学生ボランティア等の人の配置を行うこと。次に、岡

山型学習指導のスタンダードに基づいた授業実践を市内すべての学校がモデル校となるよ

うに実践できるよう取組を進めていくこと、それに伴って学校力向上アドバイザーの巡回

指導を行うということも計画をしております。また、学力の状況を的確に把握し、効果の

検証を行うために市独自の学力調査を実施してまいります。 

 続いて、１０ページをごらんください。 

 心身ともに健康な幼児・児童・生徒の育成の項目であります。ここではやはり不登校問

題の解決に向けてということで、具体的な事業のうち２番目、相談窓口の活用による関係

機関との連携を紹介いたします。適応指導教室の指導員、学校相談員等による相談活動の

充実を図るものです。また、学校にさまざまな人、スクールカウンセラー、サポーター等
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を配置し、不登校の未然防止、早期対応を行うということを計画しております。 

 続いて、推進施策になりますが、１０ページ、下の段になります。幼稚園教育の充実の

うち、その事業名でいえば接続カリキュラムの作成と実施、またその下の段にあります保

幼子（認定子ども園）、小・中の連携のこの２つを上げさせていただいております。これ

は就学前教育の充実ということをより明確に打ち出したものです。そのうち接続カリキュ

ラムの作成につきましては、子どもの育ちや学びの連続性を保障しながら小学校教育へ円

滑に接続する体験的な教育活動を今後検討していくというものです。 

 済みません、１点修正をお願いいたします。 

 その今申し上げたところ、スタートカリキュラムと書いておりますが、スタートのとこ

ろ、接続に修正していただけたらと思います。申しわけございませんでした。 

 あわせて、その下にあります保幼子小中の連携です。これは保育園、幼稚園、認定子ど

も園、平成２９年４月開園予定の認定子ども園が横の連携を図る、小・中学校との縦の連

携も図ることで子どもたちの成長を一貫して支えるというもので、より接続という部分を

意識した取組となっております。 

 続いて、１１ページをお願いいたします。 

 ③豊かな心の育成と触れ合いのある学校教育の推進の部分で、一番下にあります学校間

交流の促進です。先ほど申し上げました保幼子小中連携とあわせて今後学校間交流もさら

に促進していきたいと思っております。新たに中学校区を小・小、小・中連携の緊急推進

校に指定し、合同学習や体験活動等を通じてさまざまな集団での活動に意欲的に取り組む

児童・生徒を育成するものです。 

 最後に、１４ページをお願いいたします。 

 ここは家庭、地域社会の教育力の充実の項目の部分になりますが、そのうち推進施策の

中で、①子どもは赤磐市の宝の学校支援地域本部事業です。これは現在社会教育課とも連

携しながら進めているものではありますが、この中で地域の子どもは地域で育てるという

意識の高揚、また児童・生徒の安全・安心、自己肯定感を高める取組を進めていただいて

おりますが、さらに地域力を生かした学習支援を一層展開していくということで上げてお

ります。 

 学校教育課は以上です。 

○前田課長 それでは、引き続きまして社会教育課をお願いいたします。 

 資料１３ページからお願いいたします。 
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 ２の家庭、地域社会の教育力の充実というところでありますが、ここでは大きく家庭教

育支援、そして人権教育という２つの大きなテーマで推進していきたいというふうに思っ

ております。 

 重点施策といたしましては、家庭教育力の充実というようなところで、市内の家庭教育

相談、そういったものの充実を図っていきたいというふうに思っております。また、社会

教育関係施設が行います講座、そういったところ、また学校園の子育ての環境の場におき

まして家庭教育力の向上を図る事業を随時打っていきたいというふうに思っております。 

 １４ページのところにつきましては、人権教育の推進ということで、赤磐市人権都市宣

言をしておりますので、啓発のほうとあわせまして教育面では地域や職場、事業所の人権

教育に関するリーダーの育成といったようなところに力を入れていきたいというふうに思

っております。 

 ページ変わりまして、１６ページをお願いいたしたいと思います。 

 ３の生涯学び続ける意欲を喚起する生涯教育の項目の中で、特に社会教育施設、公民

館、図書館を中心といたしましたネットワークの辺を関係機関と連携いたしましてやって

いきたいというふうに思っております。公民館、図書館のほうにつきましては、後ほど各

所属から説明をしたいというふうに思っております。 

 資料、飛んでいただきまして、２３ページをお願いいたしたいと思います。 

 こちらは、文化財保護並びに地域、文化、芸術の振興の中の項目になります。その中で

文化財の保護と活用の推進ということで、特に備前国分寺跡の整備、そして両宮山古墳、

これにつきまして史跡の保護と整備のほうを力を入れてやっていきたいというふうに思っ

ております。また、こういったところ、市の観光振興のほうと一緒に十分なアピールをし

ていけたらなというふうな思いを持っております。 

 また、文化遺産の伝統と活用につきましては、資料館等を中心に展示物の充実、それか

ら児童・生徒の学習支援をやっていけたらということで、いろいろな企画、そしていろん

な教材を資料館の中へ用いまして、資料館の運営を進めていきたいというふうに思ってお

ります。 

 続きまして、スポーツ振興課のほうへ移らせていただきたいというふうに思います。 

 資料１９ページ目をお願いいたしたいと思います。 

 生涯にわたるスポーツライフの実現という項目の中で、スポーツある豊かな暮らしを支

える環境づくりということで、社会体育施設の管理を十分に整備いたしまして、足りてい
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ないところ、学校の体育館等、学校開放のほうをあわせまして十分にスポーツのできる環

境を整備していきたいというふうに思っております。 

 また、市内にはスポーツ推進委員さんがいらっしゃいまして、その方と一緒に指導力の

向上、あわせて指導のほうを市民の方にお願いしたいということでやっていきたいという

ふうに思っております。 

 それから、２０ページ目です。 

 ２０ページの一番下になりますが、オリンピック等キャンプ地誘致の推進ということで

す。２０２０年東京オリンピック・パラリンピックのほうが開催予定ということで、国の

ほうも上げて準備のほうを進めております。そういった国の力と合わせまして、そういっ

たオリンピックムードを是非とも赤磐市のほうにも波及させていきたいというような中

で、特に赤磐市は、２１ページにございますが熊山の多目的グラウンド、ホッケー場であ

りますが、そこを使いまして是非ともホッケーの事前練習、そういったものの誘致のほう

を進めていきたいというふうに思っております。また、そういった諸外国の方々に訪れて

いただきまして、国際交流であるとかまた地域の活性化といいますか、そういったような

ことにも一役を担えるんじゃないかというふうな思いは持っております。 

 以上、社会教育課とスポーツ振興課でございました。 

○土井館長 済みません、それでは社会教育の中の公民館事業ということで、１６ページ

をお開きください。 

 生涯学び続ける意欲を奮起する生涯教育の中で、推進施策といたしまして公民館活動の

充実ということを述べさせていただいております。その中において、公民館学習活動推進

事業主催講座でございます。これにつきましては市内公共の公民館が８館ありまして、そ

の公民館におきまして今まで教育委員会部局でいろいろと講座をしておりましたけれど、

これからは本庁並びに支所の関係各課と連携をとりながら地域の住民の方のニーズの把握

に努め、子育て支援、健康づくり、地域の歴史など地域資源を生かした魅力的な主催講座

を開催して、より公民館を利用していただくように考えております。桜が丘地域では、い

きいき交流センターを活用して所管課と連携を図りながら公民館活動を展開していきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○三宅館長 失礼いたします。それでは、図書館事業についてご説明をさせていただきま

す。 
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 ３の生涯学び続ける意欲を喚起する生涯教育、この中で推進施策といたしまして、資料

では１７ページ、そちらに図書館活動の充実として、具体的に８項目を上げさせていただ

いております。中でも一番重要と思われる項目、こちらのほうが一番上、生涯学習の拠点

としての図書館サービスの充実について説明させていただきます。 

 図書館は、その条例によりまして市民の文化、教養、調査研究、レクリエーション等に

必要な資料、情報を収集し提供する役割を持つ生涯学習の拠点であるとうたっておりま

す。そのために必要な資料、情報、図書館サービスを通して提供することで、市民の方の

豊かな生活と学習意欲の向上に努めなければなりません。そのために、基本的な貸し出

し、返却などのサービスのみならず、市民の方にさまざまな資料についてお知らせする読

書案内、また暮らしの中の疑問や課題解決のお手伝いをするレファレンスサービス、さら

にお探しの資料を図書館が所蔵していなかったときに購入したり、県内外の図書館などか

ら借用して提供するサービス、これらリクエストなど基本的なサービスを今まで以上に充

実を図るとともに、これからの新しい技術を活用しながらサービスに取り組んでいく必要

があります。 

 また、図書館を資料を借りる場所だけではなく新しいまちづくりのベースと位置づけた

上で、市民に寄り添い、生活に役立つ図書館サービスのさらなる充実の提供を目指してい

きたいと考えております。 

 以上、図書館でした。 

○久山所長 失礼します。続きまして給食センターですけれども、資料の１１ページの下

のほうから１２ページの中ごろのあたりになります。 

 ④の安全・安心な学校給食の提供についてということで、１２ページの表のほうに推進

施策７施策ほどありますけれども、その中から２点ほど説明させていただきます。 

 まず、１点目についてですけれども、資料１２ページの表の一番上です。学校給食地場

食材モデル事業についてですけれども、この事業は平成２７年度の農林課の事業でござい

ます、学校給食における地場食材を安定的に生産供給するために学校給食にかかわる幅広

い関係者で構成する推進会議で検討を重ねて、地元食材の円滑な供給のために生産体制を

構築し、地場食材の利用拡大を図ることを目的としている事業でございます。 

 それからもう一点、２点目ですけれども、表の一番下の給食センターの調理及び配送部

門の一部民間委託に関する検討についてですけれども、献立の作成等企画業務については

直営とする一方で、関係機関と調整し調理や配送部門の一部民間委託を検討していくもの
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でございます。官民の役割分担を工夫しまして、経費の削減が尐しでもできたらいいなと

思っております。その推進施策でございます。 

 給食センターからは以上です。 

○藤井課長 以上で各所属からの説明を終わります。ご協議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○友實市長 ありがとうございました。 

 説明がなされましたけれども、この内容について十分な協議をいただいて、承認をいた

だけましたら、これが赤磐市の教育大綱というふうになっていきます。いかがでしょう

か。ご協議をお願いいたします。 

○内田委員長 ちょっと、市長。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○内田委員長 内容に移る前に、表紙のことなんですが、開会の挨拶のときに市長さんが

教育の主役は子どもということを言われました。そうなると、ここの表紙には、お互いを

尊重し笑顔が輝く人づくり、できれば生の子どもたちの笑顔の写真があればいいなと思う

んですけれど、写真を載せるとすると個人情報とかそういう関係で非常に難しいんです。

そう考えたときに、もうこのモモちゃんはここからカットして、文字だけを中央に載せて

すっきりとしたものにし、で赤磐市のキャラクターなので裏にモモちゃんを持っていった

ほうが、人づくりというイメージとしてはいいのではないかなと思いましたので。 

○友實市長 事務局、ちょっと先ほどの内田委員の話ですけども、子どもの笑顔の写真と

いうのは個人情報にとらわれない著作権フリーの素材が世の中にあると思うんだけど、そ

ういうのを使うということは可能ですか。だから、実際に赤磐市の小学校へ行って写真撮

って、それを載せてくれというといろいろ了承とったり何やかんやせないかんので、そう

じゃなくって、著作権フリーでそういったことのない子どもの笑顔のモデルが写ったやつ

でいろいろパンフレットとかに使えるような素材が世の中にあるんじゃけど、そういった

ものを活用して、ここへ、今、内田委員が言われたような表紙にデザインすることは可能

ですか。 

○奥田教育次長 今おっしゃっていただいた分、僕もちょっと認識不足でございまして、

これは研究させていただいて、もしそういうふうになれば当然、本当に理念のこのところ

にふさわしいものを正面の、やはり我々の冊子の顔として持ってくるのは大事なことだろ

うというふうに考えております。もしそれが不可能な場合はまた違った方法で考えさせて
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いただきますけども、さきにご提案いただいたものをしっかり検討させていただいて、で

きればそういうふうになれば我々のこのすばらしい計画にふさわしい一面を飾れるんじゃ

ないかなというふうに考えておりますので、検討させてください。 

○友實市長 内田委員、よろしいでしょうか。そういう素材があったら、ここへ子どもの

笑顔を載せるとやっぱりイメージがいいので、いいご提案だと思ったので、そうさせてい

ただきますから。よろしくお願いいたします。 

○内田委員長 はい。 

○友實市長 ほかに何かありませんか。 

 どうぞ。 

○杉山教育長 提案いただいた１０ページにつきまして、１０ページの保幼子（認定こど

も園）小・中の連携につきまして、考えをもう尐し補足させていただきたいと思います。 

 赤磐市の幼稚園、保育園、今教育委員会が管轄しております幼稚園は、幼児全体から考

えますと約３割なんです。７割の子が保育園から小学校１年生に入ってまいります。公立

の保育園の人数を入れても４割です。赤磐市が直接かかわっている子どもたちは約４割。

６割の子どもたちは、私立のほうへお世話になっています。そうすると、ここの１番、連

携の中として、私たちは幼稚園は幼稚園じゃなくて、幼稚園、それから保育園、この保育

園の中に６割を占めている私立の保育園との連携が今大変難しい状況にあります。公立同

士の保育園との交流は、声をかけていけば一緒に研修会するのに参加の数も見込めます。

私たちは、私立の保育園との連携をどう進めていくか、もうここを大事にしていかない

と、１年生に入ってきた子どもたち、みんな赤磐の子どもたちですから、そこを重点に考

えております。 

 それから、１１ページになります。 

 １１ページに学校間交流の促進というものがございます。例えば赤坂地域、２９年度４

月には認定こども園が開設される運びとなっております。そういう中で今私たちが一番心

配しておりますのは、保育園から認定こども園で一緒になります。その後、またそれぞれ

の小学校へ帰っていきます。そういったときに私たちはこの３校がしっかり連携をとり、

中学校ともしっかり連携をとり、子どもたちが仮に３校へまた入学して戻っていくにして

も連携をしっかりとるために小・中、今高陽中ブロックが連携事業を進めております。こ

れは本年度で３年間終了しますが、この赤坂地域へ小・中連携事業を広めていきたいとい

う構想を持っておりますので、できるだけ具体的に進めてまいりたいと思います。 



- 12 - 

 それから、もう一点は１４ページであります。 

 １４ページに学校支援地域本部事業というのがございます。現在ＰＴＡと、それから学

校支援地域本部という２つの組織が各学校の中で見られます。直接子どもに対して責任を

負うのは保護者なんです。保護者が地域支援本部にお任せではいけないという意識を私た

ちは強く持っておりますので、このＰＴＡと地域推進本部とのこの連携をしっかり進めて

いく、これをポイントにこの事業は進めてまいりたいと考えておりますので、補足をさせ

ていただきました。 

 以上であります。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 いかがでしょう。ほかにご意見、あるいはご質問があればお願いいたします。 

○山本委員 済みません。 

○友實市長 はい。 

○山本委員 ２ページの基本理念のところの２番目の丸なんですけども、赤磐市の未来を

切り開く世界的視野を持ってよりよい社会づくりに貢献する人となるような教育を推進し

ますと。非常にいい目標だと、基本理念だと思うんですけども、これについての具体的な

施策というのは余り盛り込まれてないというか、ないんです。なかなかこれをすぐに入れ

て、５年間のここの計画に入れるのは難しいので、その次の５年間の計画の中に盛り込め

るようにこれから研究していただければというふうに思うんですよね。これを入れたの

は、赤磐市の教育なんですけども、赤磐市を支えるだけじゃなくて世界を支えていくよう

な人材を赤磐市が責任持って育てていくということが大事だろうということでこれが入っ

てると思いますんで、赤磐市の宝でもあるけども世界の宝なので、世界をよくしていく人

材を育てましょうということで、何か具体的な施策を市長が考えていただければ大変あり

がたいというふうに思っております。 

 教育なんですけど、やっぱり手本があればそれを見て子どもは育つと思うんで、赤磐市

全体としてこういう世界に貢献するために何かしてますというようなことをやれば、それ

を見て育つ子どもたちは特段何か難しい教育をしなくても、それを見て自然にそういう何

か頑張って世界に役立とうかなという子どもが育つと思うんで、それを是非やっていただ

けたらというふうに思っております。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 事務局、これに対しては何かありますか。 
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 はい、どうぞ。 

○奥田教育次長 世界ではないんですが、これも友實市長が当局で進めておられるんです

けど、特に中学生なんかにはゲストティーチャー、日本の中で企業で本当に第一線で働い

ている、仕切っている、そういった社長さんに実際に来ていただいて、それをお話をして

いただく機会を設けております。そういうことでやはり子どもたちも一つ一歩前を向い

て、我々の先輩だというようなことで、大変勉強になっております。世界ではありません

が、本当に日本だけで活躍する、そういう人のお話を聞くのも、今山本さんが言っとった

具体的な方法の一つではないかなというふうに考えております。 

○藤井課長 教育総務課からのほうは、ちょっと具体的な事業になりますけれども、９ペ

ージの上から３つ目に外国語指導助手配置事業というのを入れておりますが、現在２中学

校区５校に英語の指導助手を配置いたしております。これにつきましては、平成３２年度

に小学校の英語が教育化されるという動きがあります。これに対応するためにも今後外国

語指導助手のほうの質の向上を図りたいというふうに思っております。 

○石原課長 学校教育課です。 

 １１ページの部分が関係してくると考えております。③豊かな心の育成と触れ合いのあ

る学校教育の推進の部分の、特に後段です。郷土の誇りの源泉となる固有の自然や歴史、

文化などを再発見する地域資源を生かした教育活動ということで、特にそこにあります２

番目、道徳教育の充実ということであるとか、３番目、学校支援ボランティアの充実とい

うことで地域の人材をさらなる活用、そして地域のすぐれた先人に学ぶという意識を持っ

た取組を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○友實市長 私のほうからも。 

 ちょっと事務局の話はかたいんですけども、もうちょっとやわらかくする話で、実は私

が昨年は高陽中、その前は赤坂中学校で立志式ということで、私のほうで僕が経験したこ

とをお話しする時間をもらってお話ししました。その中で、私の前職でのＪＩＣＡ、国際

協力事業団での経験をちょっとスライドを映しながら物を言うと、中学生はスイッチが入

ったかのように目の色変わります。それだけこの中学生にとって自分が知らない世界、日

本じゃない世界に、まあ私はＪＩＣＡですから開発途上国の話題です。そういった本当に

テレビでしか、それもめったに見ない、そういう世界を見せて話を聞いて、自分の身近な

人がそういう世界で仕事をしてきたということを言うと、非常に身近に感じてくれて興味
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を持ってもらえると。こういったことも一つの国際協力の端っこのほうになるのかなって

いう手応えを感じました。 

 そして、今年度は特に、私もそうですけどもこの赤磐市へ職員として農林水産省から政

策監として来ていただいている方が、その農林水産省からコートジボワールの日本大使館

への勤務をご経験されている方で、この方にも是非その大使館勤務の経験を赤磐市の中学

生に一つの授業のコマとして持ってもらって、経験談を写真とかで話をしてもらうと、ど

ういうんですかね、自分に身近な人が経験してきて、そういう国際の、しかも先進国じゃ

なくって開発途上国で、本当に皆さんが生きるためにすごく苦労している世界を教えると

いうのは、国際教育以外の面も非常に豊かな子どもの心を育てる役に立つのかなと思っ

て、実は昨日も学校協議会にそういうカリキュラムを設けてくれというお願いをしまし

た。 

 そういったことをこれからも、赤磐市内にそういった国際貢献をなさった方がたくさん

おられるんで、そういう人材を活用しての学校での子どもたちに対する社会で活躍した人

の経験を伝達していくということは大事かなと思ってます。先生もそういうことがあった

ら、是非。 

○山本委員 私はまだまだ経験不足でなりません。言うだけは言えるんですけど、余りで

きてませんので、何か市が音頭とってやってくれたら参加しますんで、是非よろしくお願

いします。 

○友實市長 ほかに何かございませんか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 なければ、私のほうからちょっと問題提起みたいな形で皆さんとご相談させ

ていただきたいことがあるんで、よろしいでしょうか。 

 １２ページをみていただきたいんですけども、学校給食です。学校給食で、とにかく地

場食材と地産地消、これは絶対に力を入れないといけない。自分たちの地域でわかりやす

い言葉で言えば隣のおじさんがつくった野菜を学校の給食で食べれるんだというのはとて

も大事だと思ってます。これは是非とも実現していくように組織をつくって、また国から

も応援をいただきながら実施してまいります。 

 それとは裏腹になってしまうんですけども、この中の一番下の学校給食センターの調理

及び配送業務を一部民間に委託するという方針とが、これが対極にあるもんだと認識して

まして、これについて、この民間委託というのはある意味行革の面で必要だという認識を
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持っているんですけども、一方ではいろんな自治体等での経験を言いますと給食調理を民

間委託するのはいかがなものか、あるいはそういう直営で安全・安心が必要なんではない

かという議論は必ず起こります。それらに対してしっかりとした議論をして、そして大き

な方針としての決定が必要かなと思ってます。これについて、私たち責任を持って決めて

いかないといけない。ただ単に行革の一環としてやるのではなくって、保護者の方や子ど

もたちが安全に安心にっていうのを確保しながら進めるということを念頭に置かないとい

けないんで、ここで教育委員の皆さんと議論は必要と思ってます。これについて、いかが

でしょうか。 

○山本委員 はい。 

○友實市長 よろしくお願いします。 

○山本委員 民間に委託すると安心・安全が損なわれる可能性があるというわけでもない

と思いまして、やっぱりきちんと、民間に委託するんだけれども市もきちんと管理をする

とか監督をするとかすれば、安心・安全の確保はできるんじゃないかなと思いますので、

行革のために必要であれば民間に委託した上できちんと管理をしていくということもあっ

てもよろしいんじゃないかと思います。 

○友實市長 はい。 

○杉山教育長 私たちも実はしっかり勉強する以前は不安がありました。この給食関係の

民間委託というのは本当に一部で、給食運営委員の方等にもその説明はさせていただいて

おります。ただ、実際にしているところの視察をして、実際にしているところの方のお話

を聞くという機会をまず設けていきましょうと。そこからスタートして、まず運営委員の

皆さんからご理解をいただいて進めていかないといけないかなと。方向としてはきちっと

栄養士さんも残っていくわけですから、献立も子供たちのためにもきちっと決めて、そし

て進めていくわけですから、何を委託するか、それを私たちがはっきり把握して、国が示

している委託できる部分はここです、ここです、ここです、そういうことをきっちり委員

の皆さんあるいは地域の方、保護者の方にご理解をいただいていけば、私は本当にやって

いけると考えております。 

○友實市長 はい、内田委員長。 

○内田委員長 私もそう思います。やっぱり理解を得るためには、実施しているところの

説明を聞くのが手っ取り早いのではないかと思います。そうやって実際に安心・安全な給

食の提供ができているところ、できているのだよということをまず給食委員の方々に認識
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していただくことで、ＰＴＡに説明をするにしてもより説得力があるものになっていくの

ではないかなと思いますので、やっぱりＰＴＡの理解が一番ではないかと思っています。

保護者が一番心配されることだと思いますので、その保護者の方々の安心を得るためにも

そういうふうに具体的なもの、百聞は一見にしかずと言いますので、そういうことの手順

を踏まえて進めていけばいいのではないかなと思っております。 

○友實市長 日名委員。 

○日名委員 私も、民間に委託したからといって安全な食事ではなくなるということは全

くないと思いますので、本当に何を委託するか、どういうことが委託できるかということ

をしっかりと把握して進めていくのがよいのではないかと保護者としても思います。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 角南委員。 

○角南委員 すべて議会に丁寧にまず説明していただいた上で、両方の理解いただいて進

めていただきたいと思います。 

○友實市長 ということは、委員総意ですけども、事務局にお願いですが、やはりこの１

２ページの書き方ですけども、こう書くには書いとんだけども、関係機関と調整しという

ふうな書き方ですけど、ちょっと言葉が足りてないような気がします。すごくこれはナイ

ーブなところがあると考えますので、尐し配慮しましょう。お願いします。ありがとうご

ざいます。 

 ほかに何かありませんか。 

○山本委員 済みません。 

○友實市長 どうぞ。 

○山本委員 さっきの給食の民間委託の件なんですけども、やっぱり企業は利益を出さな

いとやっていけない面があって、余り安くやってくれというのを、その面で安心・安全が

損なわれる可能性が出てくると思うんで、やっぱり正当な報酬を払うという前提でいかな

いといけないと思うんで、余り行革を進めるためにそこを厳しくやっていくと安心・安全

が損なわれる可能性があると思います。そこは気をつけてやっていただきたいと思いま

す。 

○友實市長 これ、私もある自治体で経験したんですけども、皆さん不安に思うようなこ

とは全くないんですよ。専門の企業が入ってきて、非常にレベルの高い技術をやるという

ことと、それから効率性が高い、値段を安くするためにそういう危険な方向に向かうんじ
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ゃなくって、品質を確保しながら効率性を上げていくっていう企業理念をまさに発揮して

の業務に当たっているっていうことが言えてます。ですから、そういった部分をうまく活

用し、そして赤磐市としては先ほど言った地産地消、そういった部分をきちんと確保しな

がら、そのためにコストダウンが尐しブレーキがかかるということはあってもいいと思っ

ておりまして、そういった品質を落とすところか、むしろ向上させながら行革にも寄与し

ていくというのが基本だと思います。これを、先ほど内田委員がおっしゃったように、Ｐ

ＴＡ、特に保護者の方に理解をいただきながらこれを議論を前に進めるということがとっ

ても重要で、これをどういうふうに啓発あるいは広報していくかっていうのが大きい大き

い課題だと思ってます。乱暴な議論をすると、本当に市民に不安を与えてしまいますの

で、これは教育委員会事務局ともよく話し合って、地域の理解を得ながらやっていくとい

うことをちょっと念頭に考えたいと思います。よろしくお願いします。 

 それから、もう一つよろしいでしょうか。 

 教育長から話があったんですけども、１１ページの学校間交流、これについて、これは

実は私が特にお願いをして項目として加えていったんですけども、これは特に教育長から

の説明もありましたが、赤坂地域でここで認定こども園ということで３保育園が統合して

認定こども園になるわけですが、子どもの視点で物を言いますと、就学前に１つのところ

へみんなが集まって、こども園ということは赤坂地域の子はみんなそこへ行くわけです。

保育園じゃなくっても幼稚園として利用する方もそこを使うわけですから、全員がそこへ

通って、小学校へ行ったら３つの小学校に別れてしまい、そして６年間学校へ行ったら今

度は赤坂中学校でまた一緒になると。この一緒になったり離れたり、また一緒になったり

っていうことが子ども視線に立ったときにそれでいいんだろうかっていう不安が行政とし

てもある。そういう中で、これを学校と学校の間で今までやっていたような連携、あるい

は合同の行事、もっともっと深くやらんといけないんじゃないかっていうことで、具体的

にこうしようというんじゃないんですけども、従来以上に緊密な連携が必要なんじゃない

かっていうことを私のほうで提案させていただいて、具体策としては今後考えていくこと

にはなるんですけども、そういう思いを文字にあらわしたものなんです。これに対して、

もしご意見とかございましたら。特に山本委員は地元ですので。 

○山本委員 確かに、集まって離れてまた集まるというのは、何かいいのか悪いのかとい

うことなんですけども、でも今までは離れてていきなり中学校で会ってたんで、余り知り

合いの人はいないという、まあ同じ小学校の人は知り合いばっかりですけど、ほかの小学
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校の人とは知り合いいなかったんですけど、幼稚園なんかででも３年ぐらいは一緒にいれ

ば、一旦別れても多分中学校に行ったときには割と早く打ち解け合って、非常に今までよ

りは中学校のスタートがうまいぐあいに切れるんじゃないかと思いますけど。それに加え

て、小学校の段階でも交流を深めて、ますます中学校はスムーズにいけると思います。今

でもスポ尐なんかは同じ小学校だけでは人数足りないんで、大体３小学校全員一緒にソフ

トボールやるとかバレーやるとかやってるんで、そういうことも考えてみれば、学校もや

っぱり３校合同でいろいろ行事をやってより交流を深めていけば、それは全然すごくいい

ことだと思います。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 それともう一つ言えば、これは赤坂だけじゃなくって熊山や吉井にも言えることなんで

すけど、どうしても尐子化の影響を受けて学校が小規模化していきます。そういった中

で、この赤磐には桜が丘があって、桜が丘は小学校も中学校も、言ってみればマンモス校

です。そういうところの学校の環境と、そういう尐人数の学校の環境、これが同じ町で両

極端に起こってるわけなんです。特にある小規模校の出身のお母さんが言ってたんですけ

ども、自分たちが小学校あるいは中学校で尐人数のところで育っていって、中学卒業した

後岡山市内の大きな大きな高校へ行ったときにもう圧倒されてしまって何もできなかった

というような経験を話された方がおられまして、そういったことに対してもこの小学校あ

るいは中学校で赤磐市内で連携することによって、そういったたくさん生徒がいる学校の

環境を尐し経験することもできやせんかなというふうな思いもあります。そういったこと

も含めたこの学校間交流ということを、この２行の文章に思いを入れているところなんで

す。そういうこともご理解いただければと思います。 

 もし何かございましたら。 

○内田委員長 済みません。 

 学校間交流、大変いいことだと思います。認定こども園で一緒になり、小学校でそれぞ

れ別れて、それにはその地域の、３つの地域の、赤坂でいえば、独自の文化、あるいは独

自の歴史があると思うので、それを身につけてさらにまた一つまとまっていく。だから、

小学校で大切なことというのは中学校に行ったときにそれぞれの子どもたちに身につけな

ければいけないもの、その内容がしっかり身について中学校に送ることができるように、

やっぱりこれは連携というものが欠くことができないと思います。 

 もう一つ、先ほどその小規模で育った保護者の方が大きいところで圧倒されてしまった
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というお話をされましたけれど、逆に小学校で尐人数だから身につけさせたいことが身に

つけさせていけるチャンスは大きいと思います。で、認定こども園の数から小学校になっ

たらまた尐なくなっても、そこで基礎基本というものがしっかり身について、中学校でま

たちょっと規模が大きくなった中で物おじしない子どもたち、自信を持って外の世界に羽

ばたける子どもたちへ育てていくならば、最初は戸惑うけれども、それはそれで逆に言え

ば恵まれた環境で教育を受けられているのではないかなというふうに私は思います。 

○友實市長 それはいいことと思います。だから、両方のよいところ、あるいはそうじゃ

ないところがあるんだけども、上手にそれを補完し合って、赤磐ならではの学校環境、連

携、よその町ではできないようなことを是非具体的に実施していきたい、そういうふうに

思ってますんで、教育委員の皆さんもどんどんそういう提案をしていただければ、これか

らの赤磐の教育変わっていくと思うので、是非お願いいたします。 

 はい、どうぞ。 

○山本委員 多分実現がなかなか難しいあれなんですけれど、スクールバスが充実した

ら、割と桜が丘の子どもでもちっちゃい、尐人数のところで学びたいということであれば

尐人数のところに行って勉強するとか、そういう仕組みもあったらおもしろいかもしれな

いと思いました。単なる思いつきで済みません。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。まあ、私も自分の思いだけを言ってますんで、皆さんも思いをこの

際言っていただければと思います。 

 どうぞ。 

○山本委員 ９ページの確かな学力の定着のところで、２番目の赤磐市学力向上アクショ

ンプランの最後のほうに市独自の学力調査を実施するということがあるんですけども、こ

れは具体的にはどういうふうなことを想定されとるのかというのが気になりまして。 

○友實市長 事務局、いいですか。 

○石原課長 はい、ご説明いたします。 

 これにつきましては、赤磐市が現在のところ想定しているのが小学校３年生から５年

生、それから中学校２年生を対象として国語、算数、そして現在ちょっと来年度に向けて

中学生については英語も検討しているのですが、そういった教科を赤磐市全体で統一して

市販の学力調査の問題を行うと。そして、赤磐市全体の傾向であるとか、特に取り組みた

い部分などを明確にするために行うもので、この赤磐市独自のというところが、問題を赤
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磐市でつくってということではないということでご理解いただけたらと思います。 

○山本委員 はい、わかりました。 

○友實市長 はい、どうぞ。お願いいたします。 

○角南委員 ８ページの学力調査の結果等で、目標が３１年度なんですけども、全国平均

並みというのが非常にさみしいので、せめてそれを上回るような気持ちでやっていただけ

ればと。 

○友實市長 お願いします。 

○杉山教育長 全国平均並みという分でも大なたを振るっております。例えば本年度は全

国学力状況調査の中学校３年生につきましては全国平均並みのものが出ておりますが、小

学校のほうは県下でいえばワーストに近い状況でありました。これは小・中じゃなくっ

て、小・中あわせてどちらもまず３１年までには全国平均並みにする。それの段階をま

ず、幾らぱっといっても難しい。 

 それから、子どもたち、その年度年度に特徴がございます。学力で有名な福井県、秋田

県は年度年度でどうのでなくて、常に平均した状態で保つ。うちはこれがありますから、

もうできるだけこれの波を尐なくしていくために、幼児期からポイントを当てて取り組ん

でいきたいと。ですから、ここへ書けれる最大限の表現であると子どもの現実から思って

いただけたらありがたいといいますのが、先ほど独自の調査というのが３年生、４年生、

５年生としてまいります。この来年度、次の年、ある程度の予想がその調査でできており

ますので、書けれる最大限の表現で現実はあります。そう捉えていただけたらと。 

○友實市長 教育長、私からもお願いですが、本当に角南委員のおっしゃるとおりなんで

すよ。これは今こういう目標を立てておりますけども、成果を確実に上げながらこの目標

については常に上がったら尐し目標を上に上げるとか、そういう思いを持ちながら、これ

もこの目標を達成したらそれで終わりというんじゃいけませんので、そういう思いを教育

長、そして教育委員の皆さん、共有していただきたいと思います。是非、私もこれ頑張っ

て達成したらこれでいいなんてこれっぽっちも思ってないんで、よろしくお願いします。 

○内田委員長 はい、市長。 

○友實市長 はい。 

○内田委員長 同じように思っています。ただ、現実を見たときに、とりあえずはここを

目標にと。だけど、例えばあわよくば３年で達成できたら後はいいんかというんじゃなく

て、やっぱり私たちは子どもたちのために、赤磐市、世界を支える子どもたちのために学
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力はさらにさらにつけてやりたいという思いはみんな持っていると思います。 

○友實市長 それはもう、そうでない人は多分いないと思います。 

○内田委員長 なので、それを念頭に私たちも取り組んでいきたいと思います。 

○山本委員 ちなみに、並という言葉が何となく語呂が悪いので、そこは全国平均レベル

としたほうがちょっといいんじゃないかと。 

○友實市長 はい、わかりました。 

 はい、日名委員、どうぞ。 

○日名委員 先ほどから皆さんも言われてるんですけど、本当に学校の先生方も、それか

ら保護者も全員がレベルが平均よりも上になるようにというのはもう本当に願っていると

思うんです。でも、一人一人の多分調査で見ると、個人的にはだんだん上がってきている

と思うんです。成績のほうは上がっているというふうな調査も見せていただいておりま

す。やっぱり本当に大事なのは学習環境、特に小学校に上がるまでの学習環境というか、

その家庭環境とかもかかわってくるんですけど、そういうところにもっと市としても力を

入れていかなければならないのではないかということを思うわけです。取組といってもな

かなか難しいところもあるので、それをできれば市とか地域で支えていければというのが

私の思いです。 

○友實市長 それはもう、そのとおりなんですよ。市もそうですけど、地域が支えるとい

うのはとっても大事で、やっぱり地域が支えているところはそういう子どもたちを見ても

違いが感じ取れます。行政ももちろんですが、地域と一緒になってそういった支援をして

いきたい。ここに活字になかなかなってないんですけども、それは思いとしては行政、市

長部局であろうが教育委員会であろうが同じ思いを持ってますんで、これから具体的にど

ういう政策を打って出るか、これは常に考えを凝らしながらやっています。 

 それから、もう一ついいですかね、９ページの、大事なことだと私は思ってるんですけ

ども、確かな学力の項で一番下に３５人学級の実施というのを書いております。これは、

一昨年から赤磐市では小学校全校において３５人以下のクラスになるようにということ

で、先生を市費で雇用してクラスを分けていってます。非常にこれがお母さん方から喜ば

れておりまして、これは赤磐市としてはこれから継続をしていきたいと思っております。

そのためにはやっぱり市費の支出が必要ですので、これは市民の理解がなくちゃできない

事業です。ですから、これの重要性、必要性というのはここ教育委員の皆さんともしっか

りと認識を共有しながら、これをさらに効果が高まるようにしていきたいと思いますの
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で、その辺をご理解、あるいはご協力いただきたいと思います。 

 ほかに何かありますか。 

 山本委員。 

○山本委員 ３５人以下学級にしたらこういうことがよかったですみたいな実績をつくっ

て、またアンケートでいいと思いますけども、保護者が支持していますというのをつくら

ないと、今何か、国のほうも財務省が減らしても全然効果がないじゃないかということで

教員を減らそうということを考えとるみたいなんで、それに対抗できるようなデータをそ

ろえていただければと思います。 

○友實市長 わかりました。事務局、今山本委員のほうからお話があったのが、３５人学

級、赤磐市では山陽北小学校と東小学校がその学校になってて、この尐人数クラスがこう

いう効果を上げた、実績としてこれを表現するもの、アピールするものをつくって、これ

を市民だけじゃなくて文部科学省とかそういったところに届けるようにしてはどうかとい

う提案です。私はそのとおりだと思いますが。 

○奥田教育次長 私どももまさしくそのとおりだと思いますし、今市長が言いましたよう

に本当に学校の現場のほうも落ちついた授業ができたとかということで評価をいただいて

おります。尐人数の学校もありますけど、本当に大規模な学校は大変だろうと、この事業

のおかげで本当に落ちついた環境の中での授業できておりますので、本当に文科省が言い

ます人数を減らすとかというのには、我々もこの要望を出す上ではやはり逆の立場で尐人

数学級を要望していっておりますし、まだうちの場合にも今そういったようないい面なん

かもいろんな機会を通じてアピールしていく必要があるだろうと思いますし、できればそ

ういう機会があれば発していただきたいというふうに考えております。ありがとうござい

ます。 

○友實市長 機会は幾らでもあるから、そういうレポートをつくってください。お願いし

ます。 

○奥田教育次長 はい、わかりました。 

○友實市長 ほかに。日名委員、どうですか。もうこの際ですから。ええですか。 

○日名委員 はい。 

○友實市長 はい、内田委員、どうぞ。 

○内田委員長 この内容はよく読ませていただきましたので。 

○友實市長 はい、ありがとうございます。 
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 教育長、どうぞ。 

○杉山教育長 お礼を申し上げます。本当に赤磐市、ありがたいなと思いますのが学校へ

幼稚園も含めて人をつけてくださっていることです。これは何にも増して学校は喜んでお

りますし、私たちも大変ありがたいなというふうに思うわけです。先ほども言いましたけ

れども、教育委員会部局では幼稚園にこうやって人をきちっとつけている、特別教育支援

員なりついている。それが、保育園でどこまでそういう手だてが打てているのか。同じ子

どもたちが上がってまいります。ですから、私たちは本当に５歳児なら５歳児、すべての

５歳児、あるいは４歳児、３歳児、教育委員会が本当に手厚く人をつけていただいている

施策を保育所、保育園なりにきちんとしていく方法を見出したいなというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○友實市長 わかりました。人をつけているっていうのも市民の理解が必要ですので、そ

のためにはやっぱり何らかの成果っていうものが求められますので、またその成果を説明

するっていう責任も背負ってます。その辺をしっかりと我々そろっていくというのが我々

の責任ですので、そこら辺、力を合わせてまいりましょう。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 それでは、意見も出尽くしたようなんで、この教育振興基本計画、この今は案でござい

ますけども、赤磐市の大綱と位置づけることについて、よろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 ありがとうございます。 

 それでは、この教育振興基本計画は教育委員会会議での承認をいただきまして、赤磐市

の大綱と位置づけることといたします。ありがとうございます。 

 それでは、次に移らせていただきます。 

 教育課題についてでございますけども、来年度の重点戦略、推進事業について意見交換

を行いたいと思います。 

 事務局のほうから説明をお願いいたします。 

○藤井課長 それでは、資料のほう、Ａ４の横の資料を用意させていただいております。

ごらんいただきたいと思います。 

 赤磐市におきましては、平成２６年度並びに平成２７年度の当初予算におきまして市が

直面する喫緊の課題や将来に向けての優先的に取り組むために教育改革事業など４項目を
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重点課題事業として位置づけ、予算計上してまいりました。これにかわるものといたしま

して、平成２８年度予算においては本年度策定します赤磐市まち・ひと・しごと創生総合

戦略、これに掲げる重点施策を重点戦略推進事業として位置づけ、特別枠で予算措置され

ることとなっております。教育委員会としましても、積極的に要望したいと考えておりま

す。今後、予算編成過程で財政ヒアリング、市長ヒアリングを受けてまいりますけれど

も、現時点で各所属が考えております事業を一覧表にまとめておりますので、説明をさせ

ていただきます。 

 それでは、①番から順に説明を申し上げます。 

○石原課長 失礼します。 

 それでは、事業名、概要のこの２点について説明いたします。 

 ①産官学連携協力事業です。概要につきましては、岡山大学が開発した学習ドリル、ベ

ネッセコーポレーションの学習タブレットによる補充学習を行うというものです。平成２

８年度は拡大の方向で現在検討をしております。 

 続いて、②学習支援員配置事業です。市内の各校、幼稚園に学習支援員を配置し、授業

支援や放課後等の学習支援を行うことにより、一人一人の学びを支援する環境を整えるも

のでございます。 

 続いて、③学校教育指導員常勤・非常勤講師配置事業です。これは、学校力向上アドバ

イザーを配置し、巡回指導により学校の指導力向上を図るものでございます。また、市内

小・中学校に尐人数指導を行う非常勤講師を配置し、よりきめ細かな学習を行う環境をつ

くること、また先ほども話題に出ましたが、３５人以下学級にするために学級編制の弾力

化に係る講師を配置するという事業でございます。 

 続いて、④調査研究事業（標準学力検査の実施）です。これは、小学校高学年、中学校

２年生を対象に、国語、算数、中学校においては英語の学力調査を実施し、児童・生徒の

学力の状況を把握し、日々の指導に生かし、指導改善を行うという目的のものでございま

す。 

 以上です。 

○藤井課長 続きまして、⑤の特別支援学級エアコンの整備事業でございます。快適な学

習環境を整備するためにエアコンの設置が必要と考えております。設置につきましては、

体力的に弱い低年齢層と、障害によりまして体温調節が困難な児童・生徒への対応を優先

的にすることが望ましいと考えております。平成２７年度には、小学校と中学校の１校の
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特別支援学級にエアコンを整備いたしました。平成２８年度は、特別支援学級におきまし

て未整備の学校を中心に整備をしたいというふうに考えております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ⑥のＩＣＴ機器整備事業でございます。現在実物投影機を導入いたしまして、興味、関

心を高めて意欲を設け参加する、わかる授業に向けた授業改善を取り組んでいるところで

ございます。今後も校長会からの要望によりまして、機器を導入しまして理解力を深める

ことによって基礎学力の向上を図りたいと思っております。 

 次の⑦教育コンピューターの整備事業でございます。現在、児童・生徒の情報活用能力

の習得や向上を図るために各学校に教育のパソコンを導入しております。今後は、教育の

質の向上を図るために学校の要望におきましてさまざまなソフト、機器の導入を進めたい

というふうに考えております。 

 以上です。 

○三宅館長 失礼いたします。 

 続きまして、⑧、事業名は学校図書館支援及び子どもの読書活動推進事業です。この事

業の概要は、学校での授業を支えている学校図書館を支援するため、主に学校などからの

カリキュラムの変更などにより必要、また待っている資料についてご要望いただいている

ものの充実、及び図書館へ来館してくれた子どもたちに尐しでもたくさん魅力ある児童書

や絵本を提供するための購入、さらに現在図書館にあるもので利用が大変多く傷んでいる

児童書を買い替えて子どもたちに気持ちよく利用してもらい、読書が大好きになってもら

いたいと考えております。さらに、この事業ではＤＶＤなどの視聴覚資料、これに関しま

しては団体での上映権が必要ということで、かなり高価になります。学校ではちょっと買

いにくいということから図書館のほうへもご要望をいただいておりますので、２７年度予

算でも対応させていただきましたが、来年度も引き続きご要望に従い、その整備を進めて

いきたいとしております。 

 続いて、⑨、事業名は公民館、図書館子ども支援事業です。この事業に関しましては、

公民館、図書館、それぞれが事業を持っております。 

 まず、図書館ですけれども、お出かけ図書館事業というものがその中に含まれてまいり

ます。これは人形劇グループと図書館職員が一緒に学校、幼稚園、また公立、私立の保育

園などに出向かせていただき、人形劇で楽しんでもらうとともに読み聞かせをさせていた

だき、その時間を通しまして本やお話の楽しさを伝え、さらに図書館の紹介をすることで
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図書館を利用していただこうと子どもの読書活動の推進を図るものです。 

○土井館長 済みません、⑨で公民館部分でございますけれど、現在山陽公民館において

も放課後の関係でボランティアの方等で事業をさせていただいております。２年ほど前か

らしておりまして、それにつきまして今も活発に活動していただきながら、今後もしてい

ただける予定でございます。引き続き職員の補充といいますか、現状維持でお願いしたい

と思っております。 

 以上です。 

○前田課長 それでは、⑩番の関係です。資料館関係なんですが、現在見て触れて学ぶと

いうことをキャッチフレーズに整備、運営をしていきたいというふうな思いがあります。

その中で資料館を訪れた方々が館内でいろんな体験をしたり、いろんな材料となる郷土資

料を実際にいらってみて学習をしていただけたらというようなことで、そういったものを

整備していきたいというふうに思っております。 

 一方、歴史の関係あるシンポジウムというものをここ近年やっております。そういった

ものの報告書を作成いたしまして各学校のほうに配布し、地域の学習の一助となるよう

に、教科書の副読本的なそういった地域の資料というふうなものをつくっていきたいとい

うふうに思っております。 

○久山所長 それでは、⑪番の食育推進事業についてですけれども、昨年からの継続事業

です。食育推進のための資料を作成し、月に一、二度各小・中学校のクラスへ配布いたし

まして子どもたちに情報提供を行っています。赤磐の地元食材や生産者の紹介を行いまし

て、子どもたちに食に関する関心を持ってもらえるような内容の資料作成をしていきたい

と思っております。 

○石原課長 では、続いて４ページお願いいたします。 

 ⑫です。通学路等防犯カメラ設置事業です。登下校の安全対策及び不審者対策のため

に、通学路に防犯カメラを設置いたします。今年度実施しております事業を継続して来年

度も実施したいと考えております。 

○前田課長 続きまして、⑬番ですが、一言声かけ運動啓発ののぼり旗の作成ということ

です。地域のほうから子どもたちをしっかりと支えていただこうということで、一言声か

け運動を展開いたしております。２７年度に各地区にお願いいたしまして、ピンク色の声

かけ運動を展開いたしております。引き続きのぼり旗、どうしても消耗品でありますので

破損等がありますので、そういったものを整備して声かけ運動を続けていきたいというふ
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うな思いであります。 

○石原課長 続いて、⑭番です。安心して学び合う学習集団づくりに係る調査です。より

よい学校生活と人間関係づくりのためのアンケート調査を年間２回実施いたします。そし

て、児童・生徒の自己有用感育成のための方策について実際の効果を検証したり、さらな

る取組の参考にしてまいります。 

 続いて、⑮です。特別支援教育支援員配置事業です。幼稚園教育の充実に向けて、市内

の幼稚園に特別支援教育支援員を配置いたします。そして、発達障害の可能性のある幼児

に対する早期支援を行うということを進めていきたいと思っております。 

○前田課長 ⑯番です。竜天天文台の活性化事業ということであります。赤磐市には、ど

この市町村にも必ずあるといったわけでありません、この特徴ある天文台という施設を何

とか有効に生かしていきたいというような思いがあります。そのためにいわゆる天文学、

そういったところの著名な方をお呼びして、より天文学について皆さん興味を持っていた

だく機会をつくっていきたいというふうに思っております。 

 あわせまして、そこへ参加をいただいた皆さんには、せっかくの機会でありますのでそ

のまま竜天天文台のほうへ上がっていただいて、実際に天文台の施設を使っての観察をし

ていただきたいというふうな機会をつくりたいと思っております。 

 また、施設のほう、どうしても天候等のかげんで訪れても星、月、そういったものを見

れない状態もあります。あわせまして、施設の中へもう一工夫した施設整備をしていけた

らなと、いわゆるプラネタリウム的なようなものも何か整備していけたらなというふうな

ことも考えていこうというふうに思っております。 

 ⑰番でありますが、熊山の武道館への畳の入れ替えということであります。武道館のほ

うでは中学生そして一般の社会人の方を中心に、非常に特に柔道につきましては熱心な指

導者によりまして武道のほうが盛んに行われております。そうした中なんですが、どうし

ても畳の規格が途中で変わったりというようなこともありまして、十分な整備が行き届い

ておりません。特に畳の、安全確保のために、硬い仕様のものは早期に現在の規格のもの

に替えていくというようなことが課題であります。青尐年の健全育成というようなことか

らも、環境整備を行って畳のほうを入れ替えていきたいというように思っております。 

 以上であります。 

○友實市長 ありがとうございます。 

 説明が終わりました。皆様のご意見もお伺いしたいと思います。いかがでしょう。 
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○山本委員 はい。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○山本委員 食育推進事業なんですけれども、地場食材を使って給食を賄うというのを、

それをもっと割合を増やそうという目標があると思うんですけど、食育の基本というのは

やっぱり食べ物を作っている人に感謝するという気持ちを持ってもらうのが一番の基本だ

と思うんですけど、やっぱりその作っている現場に行って、子どもたちがどういうところ

で野菜が育っているのかとか食材ができているかというのを知る機会を増やす必要がある

と思うんです。パン工場もありますし、それから給食センターにも行ってもらいたいです

し、地元の農作業しているところにも行ってもらいたいと思って、そういう機会を何か子

どもたちに体験できる機会を増やしていただければと思ったりしますけど、よろしくお願

いします。 

○友實市長 わかりました。事務局、検討をお願いします。 

○久山所長 給食センターでは、今一部、石相小学校のほうは見学に来ていただいており

ます。その他の学校につきましても働きかけをしまして、先ほど山本委員さんおっしゃっ

たように、本当に食べることに感謝する気持ちというのは大事だと思いますので、その辺

のほうも学校のほうへ働きかけをしていきたいと思っております。 

○友實市長 センターだけじゃなく、畑とか。 

○石原課長 この食育に関しましては、幼稚園、小学校で特に食べる、例えば農業にかか

わっての訪問も含めて、また逆に学校園でつくっている農作物に対しての指導助言である

とかというようなさまざまな機会を通して、食べるものをつくることに対しての感謝の気

持ち等も育成しているところですが、おっしゃるようにそういうことも意識しながらさら

に食育を進めていきたいと考えております。 

○友實市長 よろしいでしょうか。 

○山本委員 はい。 

○友實市長 ほかにご意見ありませんか。 

 角南委員、どうでしょうか。 

○角南委員 ありません。 

○友實市長 わかりました。 

 日名委員、どうぞ。 

○日名委員 ありません。 
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 ありがとうございます。内田委員。 

○内田委員長 このようなときに、本当に赤磐の子どもたちのためにいろいろ考えられた

事業名であり事業内容だなと思いますが、本当に最大限の努力、ご高配をいただければう

れしいです。 

 以上です。 

○友實市長 それでは、教育長。 

○杉山教育長 しっかり私たちも本当に必要なものをしっかりご精査して出してまいりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○友實市長 わかりました。 

 私のほうからは、これから予算査定とかもございますので、これをどうこうと今言える

状況にありませんので、今日の説明を受けたということはしっかりと腹にしまって、これ

から市全体の予算編成する中でこれらを今日の説明を思い出しながら、それから今日の委

員の皆様のご意見も思い出しながらやっていければと思っております。ありがとうござい

ます。 

 続きまして、協議事項の３ですけども、その他ということでございます。 

 この際ですから何か闊達なご意見があればお伺いして、皆さんで協議したいと思いま

す。 

 何かございませんか。 

○山本委員 はい。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○山本委員 経済的に非常に苦しい家庭状況では、なかなか教育といっても落ちつかない

とか身が入らないとかあると思うんですけど、この前山陽新聞で見たんですが、就学援助

率の話で総社市は非常に高かったんですけど、総社市は何か学校からそういうようなのが

ありますというような通知文というかお知らせをして、それを必ず保護者が読んだという

署名をつけてもらって返してもらっているんだそうです。そういうふうに、そういう制度

があれば周知徹底をして、本当に必要なところに必要な援助が届くような仕組みを考えた

らいいんじゃないかと思ったのと、あともう一つ経済的な話で、赤磐市から高校に行くの

にかなり遠いところに行く人が多いんで、交通費が非常に高くなって、それで苦労すると

いうことがあるので、高校に通うための通学費の援助も考えていただければ大変ありがた

いというふうに思いますけど、いかがでしょうか。 
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○藤井課長 まず、就学援助の保護者宛ての通知につきましては、各学校を通じまして保

護者それぞれに配布しておりますし、広報にも掲載しているところでございます。周知徹

底のほうはできているというふうに思っております。 

○山本委員 総社市が、ちゃんと読んだら読んだ署名をして返すというところまで徹底し

ているらしいんですけど。 

○藤井課長 現在そこまではいたしておりませんが、今後検討したいというふうに思いま

す。 

○友實市長 総社に聞きに行ってくればええがん。そのサインをもらうことについて効果

はどうだったか。総社だってずっと昔からやっとるわけじゃないだろうから、やった後、

やる前で保護者の認識度合いというものは全然変わると思うんじゃけど、認識度合いが深

まるんなら、お金のかかる話じゃないんだからやったほうがいいと思いますがね。 

○藤井課長 これにつきましては、２７年度から改善しておりまして、以前は周知のほう

を前年度の３学期に行っておりましたけれども、３学期に行うんですけれども新年度にな

っても通知することとしておりまして、今まで追加の申請が多数ございましたけれども、

本年度は減っておる状況でございます。 

○友實市長 嫌がらずに、総社のやっとる事例があるわけだから、その効果はいかにとい

うのは調べるなり聞くなりしてください。 

○藤井課長 はい、わかりました。 

○友實市長 それから、通学費の補助。非常に痛いところを突かれてるんですけども、市

議会の質問でも何度も聞かれております。特に赤磐市は高校がないという特殊な事情があ

るんで、これについてはどう考えているのか、もう全くやらないよという話もないんです

けど、問題は市民のご理解と、それから財源、そういったものが課題になっているという

ところです。これには思いとしては前向きには持っているんですけども、そういったよう

なことから検討状況にあるというところであります。 

○山本委員 はい。 

○友實市長 はい、どうぞ。 

○山本委員 今市のバスが行ってるんですけど、あれを瀬戸駅まで伸ばしてもらえば、そ

れを安く利用してＪＲで行けば若干安くなるんじゃないかと。 

○友實市長 それは瀬戸便ですよね。これは現在宇野バスが桜が丘から瀬戸へ行く瀬戸便

がありまして、これが営業路線と重なってしまうということで、市の市民バスをというの
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はちょっと課題がたくさんございます。市の交通会議とかというのもありますけども、そ

ういった中で議論を深めるということは可能だと思いますので、ここで赤磐市が市営バス

で瀬戸駅へ入れたということで宇野バスがじゃあやめたということにはちょっとなりませ

んので、しっかりと議論を深めていければと思ってます。 

○山本委員 よろしくお願いします。 

○友實市長 わかりました。 

 ほかに何かありますか。 

 角南委員、よろしいですか。 

○角南委員 お礼なんですけども、９月ぐらいに片鉄バスが廃止になった後、市が運営し

ていただいております。私たちの地区なんかも非常に助かっております。ありがとうござ

います。 

○友實市長 先ほどの山本委員の通学費の補助については、恐らく赤磐市の中で一番深刻

な課題になるのは吉井地域だという認識を持ってます。そういったところから、これは無

視しちゃいけないことというふうに思ってます。またいろいろ地域の方のご意見も聞かせ

ていただきながら議論を深めていきますので、どうかよろしくお願いいたします。ありが

とうございます。 

 ほかによろしいでしょうか。 

   〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○友實市長 それでは、ほかにないようですので協議を終了させていただきます。 

 以上をもちましてすべての協議案件が終了となりました。これをもちまして平成２７年

度第２回の赤磐市総合教育会議を閉会といたします。委員の皆さん、お疲れさまでござい

ました。 


